
議
債
準
厄
日
記
に
現
は
れ
た
る
醍
醐
三
費
院
島
岡

一七一

義
演
准
后
日
記
に
現
は
れ
れ
る
醍
醐
コ
一
賓
院
庭
園

永

古
口

義

信

東
京
大
事
農
事
部

日
本
の
古
題
聞
の
多
く
は
築
遁
嘗
時
の
慣
史
を
明
か
じ
し
な
い
が
寵
朗
三
官
暁
瞬
間
の
み
は
こ
の
瞳
閣
の
初
期
の
歴
史
t
q
最
も
刷
瞭
に
知

hv得
る
の
で
あ
っ
て
そ
れ
は
金
剛
輸
院
1
1後
の
三
禽
院
1
1の
住
聴
義
演
准
后
が
克
明
じ
書
き
つ
け
た
宮
時
の
日
配
ハ
慶
長
二
年

l
元
和
十

年
〉
が
現
存
し
て
冒
る
た
め
で
あ
る
。

豊
臣
秀
吉
は
嵐
長
三
年
醍
醐
で
花
見
を
行
ふ
た
め
正
月
早
々
か
ら
諸
種
の
準
備
を
な
し
た
の
で
あ
っ
た
が
ニ

H
二
十
日
に
は
金
剛
輔
院
の

思
聞
の
設
計
t
q
彼
自
か
ら
な
し
た
の
で
あ
る
。
彼

m設
計
は

「
泉
水
ノ
ア
ヲ
ヴ
P
中
島
-
一
露
目
晦
事
堂
情
皮
葺
一
字
情
チ
カ
グ
灘
二
筋
落
サ
官
二
キ
御
工
也
。
葉
樹
祭
御
屋
敷
ヨ

9
名
石
可
引
由
鍍
仰
出
了
。

泉
水
ノ
鯵
水
棲
ノ
馬
場
ノ
中
エ
横
一
一
一
間
三
川
鋼
下
被
仰
出
了
」

で
あ
っ
た
。

歴
史
上
有
名
な
る
臨
醐
の
花
見
の
あ
っ
た
の
は
慶
長
三
年
三
月
十
五
日
で
あ
っ
て
秀
吉

m
設
計
に
依
る
金
剛
崎
院
庵
閣
の
策
遣
に
若
手
し

大
の
は
其
後
の
四
月
七
日
で
あ
っ
大
。
こ
の
日
睦
奉
行
竹
田
梅
松
御
手
億
新
庄
館
前
閉
じ
く
御
手
偉
卒
濠
国
幡
の
三
人
a

か
縄
援
を
行
ひ
哩
八

日
に
庭
師
「
仙
」
が
人
夫
約
三
百
人
t
q
指
揮
し
ず
池
に
大
石
を
引
A
F
入
れ
た
の
々
初
め
ざ
し

τ九
日
に
は
蟻
戸
石
を
新
庄
越
前
奉
行

ωも
さ

に
主
人
石
に
用
ひ
十
二
日
に
は
庭
普
請
忌
中
に
秀
吉
白
か
ら
出
張
し
て
築
庭
を
監
営
し
「
門
跡
堂
泉
水
ニ
サ
ジ
合
ノ
間
早
々
ヨ
ホ
ヅ
へ
キ
由



a'下
匁
」
仁
均
の
叫
山
崎
可
抗
建
築
品
物
は
箇
に
取
除
げ
ら
れ
穴
c
こ
の
曜
普
請
は
念
護
に
準
め
ら
机
五
月
十
三
日
に
は
終
了
し
十
刊
日
に
三
人
の

底
悲
行
は
秀
吉
の
苅
に
伺
候
し
て
築
庭
終
了
の
報
告
を
な
し
て
ゐ
る
e

六
月
三
日
に
川
家
者
奥
四
郎
兄
弟
三
人
が
金
剛
輸
院
高
岡
築
遣
の
た
め
初
め
て
義
演
准
后
に
面
合
目
し
た
。
秀
吉
は
八
月
に
病
死
し
大
の
で

あ
る
が
彼
の
窓
士
山
に
よ
る
傍
寺
建
築
物
の
復
興
ほ
彼
の
獄
後
も
行
は
れ
十
二
月
中
旬
に
は
葉
大
部
分
が
完
成
し
た
。
型
陸
長
同
年
二
月
廿
九

問
中
島
に
悔
の
古
木
を
統
ゑ
た
の
を
手
始
め
ざ
し

τ再
び
作
庭
は
川
願
者
奥
四
郎

ω手
心
依
て
行
は
れ
・
』
の
時
は
主
さ
し

τ常
御
所
南
庭
が

築
造
さ
れ
た
。
座
長
五
年
二
月
一
日
二
日
心
池

ω北
汀
に
梅
を
犠
ゑ
石
組
そ
な
し
中
島
の
西
南
心
小
織
h
I
架
け
た
の
が
川
原
者
奥
四
郎

ω名

に
よ
る
最
後
の
も
の
で
あ
っ
た
。

-
慶
長
七
年
一
月
に
は
瀧
民
堂
の
西
底
に
池
砂
鋼
h
H

石
を
立
て
二
月
に
は
護
事
堂
さ
寝
殿
の
聞
に
泉
水
t
q掘
り
入
れ
石
橋
h
z
架
り
且
つ
作
底

の
毘
底
嫡
賢
庭
か
初
め
て
来
た
の
で
あ
っ
て
こ
の
後
元
和
九
年
三
月
ま
で
約
二
十
二
年
間
こ
の
庭
間
の
手
入
に
は
多
く
賢
庭
か
関
係
し
て
ゐ

る
。
彼
の
経
M
w
a
は
明
か
で
無
い
が
慶
長
廿
年
(
元
和
元
年
)
九
月
三
日
の
日
記
に

「
障
問
後
鴎
成
院
)
御
勅
定
-
士
ア
賢
庭
ト
云
天
下
一
ノ
上
手
也
。
度
々
召
寄
。
石
守
札
機
非
凡
慮
。
奇
特
b

」々

さ
あ
る
を
み
て
も
彼
が
翻
何
に
作
庭
の
妙
手
で
あ
っ
た
か
そ
知
hv得
る
の
で
あ
る
。

嵐
長
へ
年
か
ら
十
三
年
八
月
ま
で
は
庭
捕
に
何
等
鍵
化
な
〈
同
年
九
月
に
は
蓬
事
飛
鳥
の
形
を
縮
少
し
池

ω泥
ぎ
ら
へ
を
行
ひ
十
五
年
十
一

月
に
は
夏
じ
蓬
薬
局
令
改
造
し
寝
殿
正
面
の
築
山
ぞ
築
〈
等
合
剛
輔
院
庭
園
は
完
成
の
域
に
濯
し
同
月
十
八
日
の
目
配
に

「
泉
水
悉
周
備
。
恐
A

玉
城
ニ
毛
無
施
類
由
風
間
J

賢
建
ニ
議
後
下
了
』

さ
あ
り
こ
の
寵
聞
が
京
の
内
外
に
最
も
骨
飼
い
名
聾
そ
博
す
る
心
い
た
っ
た
を
句
。
得
る
。

後
皆
同
一
准
后
日
記
に
現
は
れ
た
る
慢
剛
一
一
一
貨
院
路
闘

一七一一一



事

醤
薗
殺
菌
日
舵
じ
砲
は
史
~
る
風
蘭
-
-
語
民
農
聞

嵐
長
十
・
A
年
臨
海
元
和
十
停
ま
で
に
嵐
長
十
賞
十
代
，
十
九
年
及
ひ
一
苅
和
五
.
占
ペ
七
年
以
外
の
各
年
に
は
規
模
の
大
少
の
差
は
あ
れ

庭
園
品
川
誌
襲
補
俸
を
行

or--Jeる
。
民
議
官
年
九
十
月
・
ド
は
可
お
り
大
車
検
じ
且
つ
熱
心
じ
作
時
か
行
は
れ
特
に
灘

ω
石
組
心
一
広
義
演
賢
慮

共
に
ぷ
を
用
ひ
灘
臼
の
立
石

ω似
合
雄
副
之
を
事
直

ιた
程
で
あ
ゐ

7
8初
年
間
に
・
，
h
鹿
+
作
庭
が
行
は
れ
孟
創
刊
九
雪
一
月
晦
日
に

{
.
底
作
賢
麗
親
子
娘
今
日
陣
。
銀
子
一
依
小
Mm
一
一
銭
下
之
」

ざ
め
る
の
・
b
賢
庭
め
ニ
の
日
記
じ
現
は
れ

τゐ
る
最
後
の
も
の
で
あ
る
b

冠
制
刊
十
牟
凶
月
十
三
日
鳴
さ
鳴
さ
を
池
に
放
し
た
こ
さ
は
少
か
ら

や
這
樹
撮
的
興
味
を
り
も
。

こ
り
底
嗣
に
用
び
ら
れ
た
椋
駒
山
主
要
怠
る
へ
の
は
鳥
喰
塊
終
和
根
、
健
.
抽
伺
.
栂
.
標
、
梅
.
睡
柳
.
岨
慣
.
朴
木
.
蘇
峨

機
欄
.
牡
丹
，
勾
曜
、
つ
つ
ぢ
、
杜
若
.
蓮
‘
-
業
‘
忠
省
平
、
卯
木
等
で
あ
る
P

・
韓
友
一
-
一
修
秀
吉

ω命
に
よ
る
築
庵
か
ら
元
和
十
年
ま
で
の
約
廿
七
年
廟
に
こ
の
鹿
週
明
が
可
な
り
改
築
浦
昏
せ
ら
れ
か

t
し

τ完
嘩
セ
る
電

時
め
摩
刷
さ
現
在

ω康
閣
さ
を
比
較
し
其
費
化

ω程
度
々
明
確
に
す
る

ωは
嗣
離
で
あ
る
。
し
か
し
蛍
時

ω庭
園
に
は
縄
立
し
た
池
・
F
少
〈

さ
も
こ
筒
肋
あ
わ
現
在
は
一
笹
川
問
で
あ
き
回
さ
や
純
滞
観
さ
彊
勘
堂
さ
が
徳
川
時
代
に
夢
筆
ぜ
ら
れ
た
こ
ま
や
常
御
所
じ
靖
り
ね
た
高
士
山

が
且
ら
金
属
・
い
'
さ
な
ま
は
こ

ω底
閣
分
最
も
重
要
一
ゆ
る
遣
軍
き
る
る
ぺ
き
で
亀
戸
り
え
か
事
在

ω唾
を
中
心
ざ
す
る
喝
閣
の
大
部
分
峰
雄
義

語

時

代

的

ら

ω
E謹
泌
い
も
の
さ
考
へ
ら
え
一


